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会話運用能力を向上 させるための
授業の試み目
一 国際部 ∫6ク ラスを対象に.一
清 ル ミ
は じ め に
本 稿 は,19鱗 年 度 函際 部 」6ク ラ ス を対 象 に お こ な った会 話 の擾 業 の試
み に つ い て述 べ る もの で あ る。筆者 は 」6を 担 当 して4年 目に な る。 こ こ
に紹 介 す る もの は ・1年 目2年 目と授 業 方 法 の試行 錯 誤 を重 ね・ 学 生 の会
話運 用 能 力 の 向上 が認 め られ る とい う確 信 を持 った3年 目の授 業 の方 法 で
あ るq
,筆 者 は,会 話 の授 業 を コ ミ池 ニ カテ ィ ブ ア プ ロ ー チ の理 念 に基 づ い て行
づて い る。 特 に,・OmaggiQ(198φ)の 言 うマ ン テ ク ス トの重 要 性 を語 学 学
習 の根 幹 に据 え,運 用 能 力 を養成 す る こ とを会 話 の授 業 の 目的 と 日頃 か ら
考 え て い る。
「副 教 材 を使 用 しな い で
,To諮11砂 απ838Pだ けで教 え る事 」 とい う国
際 部 の指 導 方 針 の条 件 の も とで,い か に して筆 者 の考 え る会 話 の授 業 の 目
的 を遂 行 す る か,そ れ が筆者 の課題 で あ った。
1)1994年8月 発行,早 稲田大学国際部編。初級 か ら初中級 の学習者向 けに,四
技能をバ ランスよ く学べ るよ う作 られた総合型教科書。 「会話 の本1,2」 「読 み書 き
の本 』「文 法 ・会話解説の本」 の三種 が分冊で構成 されている。
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LJ6ク ラスの学生の特徴
プレィスメン トテス トでJ6に プレィスされた学生は,国 際部教科書 ・
To観/妙 απ膨 第
.16課 かわ学習をスター トす ぐことになっている。筆者
の担当した4年 間のいずれの年 も,学 生の90%が 米国で號に2年 以上 の
日本語学習歴を有 している。にもかかわ らず,次 のいずれかの理由で,プ





また,実 際に授業をはじめてみると,上 記のような特徴 に加 え,語 感があ





ずつ指導 した。言語4技 能の各技能別学習効果 を把握 しやす くする,毎 目
の学習ポイントを明確 にするという観点から,2名 の教師がそれぞれ,読
み書き担当,会 話担当と基本的役割 を分担 し,相 互の連絡 を密にして絶え
ず分担外 の箇所 の学習内容を把握して各々の授業に盛 り込むようにするこ
とにした。筆者は会話部分の役割 を担った。
2.授 業 目標 及 び 学 習 の ポ イ ン ト
2-1=レ ベ ル と問 題 点 の把 握
」6ク ラ ス の学 生 の一 般 的 特 徴 は先 に述 べ た 通 勢で あ る が,会 話 を担 当
す る に あた り,闘 く ・話 す の2技 能 に注 目 して到 達 目標 と学習 の ポ イ ン ト
を設 定 す るた め,ACTFL(TheAme亘cahCouncilontheTeachngof
ForeignLanguages)のOPI(OralPr面ciencyInterview)の 評 価 方
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法2,に よ っ て,ク ラス在 籍 者 が確 定 した直 後 の9月 下 旬 に一 学 生12分 の イ1
ンタ ビュ ー を行 い,録 音 テ ー プ か ら問題 点 を探 る こ とに した、 イ ンタ ビ ゴ
r法 の詳 細 は こ こで は割 愛 す る が,主 にイ ン タ ーア ク シ ョ ン と使 用 文 型 及
び 文 のつ な ぎ 方 に着 目 して テ ー プ を分析 した。
2-2=問 題 、点 と授 業 の 到達 目標
8名 のテ ー プ を分析 した 結 果,以 下 の よ うな問 題 点 が共通 事項 と して浮
上 した 。
① 助 詞 ・動 詞 ・形 容 詞 の活 用 の誤 りが多 く・・そ の ほ と ん ど がパ タLン
化 され て い る。
目② 単 文 が多 く,重 文,複 文 の使 用 が少 ない。
③ 説 明 や描 写 が で きな い。
④ オ ン タ ビ ュ ア ー の簡 単 な質問 の意 図を 取 り違 え る頻 度 が高 い。目
(聞 き取 り能 力 が低 い〉
⑤ 質 問 に反 応す る が,イ ン ター ア ク テ イ ブ で な い。(自 ら話 を発 展 ざ
せ る よ うな こ とが な い。)
⑥ 学 生 の方 か らイ ン タ ピュ アー に質 問 を させ て み た が,敬 語 の使 用 が
ほ とん ど で き な い。
⑦ ロー ル プ レイ(教 科 書 を忘 れ教 師 か ら借 りる)に お いて,社 会 言 語 面
上,適 切 な表 現 が選 択 で きな い。
OPIの 評 価 基 準 で判 定 す る と,8名 全 員 が 「中級 の 中 」と い う こ とに な る 。
そ こ で,To融 厚 ⑫ 僻 鯉 が終 了 す る5月 下 旬 ま で に,同 評価 基 準 の 「上
級(の 下 〉」(上 級 は 「上 級 」 と 「上級 の上 」 の2ラ ン ク しか な く,「 上 級 の
中」 が な い)に 到達 す る こ と を 目標 に据 え る こ とに した。
2-3=学 習 の具 体 的 ポ イ ン ト
OPIの 「上 級 」 と は,高 頻 度 文型 の間違 い が 少 な く,長 文,複 文 は も と
よ り長.い連 文 の使 用 が多 くな り,文 のつ な ぎ が上 手 く段 落 を作 って説 明 や
2)筆 者 はOPIの テ スター有資瀦 である。
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描写 が で き る・ヒベ ル で あ り,・待 遇表 現 の 俊 い分 け の能 力 も'有す る レベ ル で
ある。2-2で 列 挙.した よ うな問 題 点 を克 服 し,「上 級 」、の能 力 まで レベ ル ァ
ップ をは か るた め に は,そ のギ ャ ップ を埋 め る学 習 が 必.要,に な る。.従っ
て,
a)自 然 な会 話 の聞 き取 りが正確 にで きる'ように導 く。
b)』 基 本 文 法,高 頻 度 文型 の使 用 を正 確 に させ る。目
c〉 尊 敬 語,謙 譲 語 を中 心 に,待 遇表 現 をマ ス タ ー させ る 。
d)コ ンテ クス トを正 確 年把 握 させ,・社 会 言 語 的 能 力 と言 藷運 用 力 を同
時 に養 え る よ う学 習 させ る。
e)説 明,描 写 な ど のモ ノ ・一 グ トー ク を,適 切 な 文 の長 さ と段 落 を使
っ て で き る よ う にす る。
f)ダ イ ア ロー グ トー ク にお い て・相 槌 ・ 間 の取 り方 ・ 文末 表 現 な ど を
適 切 に使 用 し,自 然 な会 話 のや りと りが で き る よ うに す る。
以上 の項 目 を学 習 のポ イ ン トに して,授 業 内容 を考 え る ζ と に した。
2一恥 授 業 の基 本 姿 勢
・す で に触 れ た よ うに・ 」6.の 学 隼 の ほ とん どが・.初級 の学習 を終 え て来
日 して い るた め,Toオ α1∫α餌 π8∫θ の指 定 箇 所 か ら揮 業 を距 始 す る と必 ず,
「自分 の レペル よ り低 す ぎ る」 とか・「や さ しす ぎ る か ら も っ と上 の ク ラ ス
に移 りた い」 と い った 不 満 が続 出 す る。
そ こ で・ まず イ ン タ ビ ニー テrプ を クラ ス で再 生 して 聞 か せ ・ い か に基
本 文 法 の間 違 い が多 い か,.・ 一 ル プ レイ で タ.スク遂 行 が な され て いな い か
い か に質 問 が聞 き取 れ て い な い か な ど を明 らか に して ・指 定 箇所 か ら始 め
る意 義 を説 得 し,5月 ま で の到達 目標 と,目 的 遂 行 のた め の授 業 の方 向性
にコ ンセ ンサ ス を求 め,主 体 的 に関 わ る よ う促 し驚 。
国 際 部 の教 科 書 は3分 冊(文 法,.会 話,読 み 書 き)に な って いて,文 法 の
本 は 自習 す る こ と に な っ て い る。授 業 は基本 的1;教 科 書 以外 の副教 材 をは
さま な い で行 うこ と にな っ て い るた め,会 話 の授 業 にお いて も,教 科 書 を
十分 に活 用 し副 教 材 を使 用 せ ず に,2-2,2-3に あげ た 学 習 ポ ィ ン トを ク リ
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アすることを指導者である筆者の課題にした。'.教科書会話篇の1飢roduご 一
tion.に'「本書は,.'自然 な会話表現を重視 し,口 頭 のコミュ土ケーシゴン能
力の養成をめざしている。文法項目がその文法的な意味だけでな く,'生き
た談話の中でどのような機能をもち,実 際にどう運用 されて.いるか学習で
きるようになっている」とある1こ の教科書の特性 を生か しつつ,さ らに
発展させることを主腹 に置ヤ丸て次に述べるような授業 を試みた。
3.目 撞.業 内 容
3-1目 教 科 書 使 用 の留 意 点 あ実 例
教 科 書 は,Vocabulary,G魚mmarPractice,衰e即on5ePfa面celDis-
c6ufsεkoctice,・D濯oguesの 績 で使 用 した 。割 合'も表 す ど,目だ いた い週.
2回45分 計6コ マ の授 業 の うち93分 の2を 教 科 書 通 りに,あ とめ3分 の
1を 独 自の 発展 練 習 に使 用 した。 以 下 は,そ の発 展 練 習 の実 例 の一 部 で あ
る。目'
[会話 の つ な ぎ]
目イ ン ター ア クシ ョシ の重 要 性 は,H郭heき,RiVe露 な どに よ目ら て言 及 され
て い る。Toオ 扉.1α♪α解5θ のdialo即es'は 第一 課 か ら 「あ」 「あの う」 と い
った 会話 開始 部 の フィ ラー やrあ,そ うです か」 な ど の応 答 を導 入 して い
る。 これ らはイ ン ター ア ク テ ィ プ に会 話 を進 め るた め に は大 切 な要 素 で あ
る渉,特 に初 級 初 幾 教 育 に お い て は見過 ご され が ち で あ る。・実 際,9月 に
実 施 したOPIイ ン タ ビニ・一で は,・これ らの ご とぱ の使 用 が み られ な か っ
た 。 そ の た め 」6は 第16課 がス タ ー トとな って6た が,15課 ま で のdia-
10帥esの う ち フ ィ ラrや 相 槌 の多 用 が み.られ る箇 所 の テ ー プ を 聞 か せy
類 似 した揚 面 状 況 を 口頭 で与 え即興 で ロー ル プ レイ を させ て,学 生 間 で互
い の プ レイ の 自然 さを評価 させ 合 い,会 話 の つ な ぎ の練 習 を強 化 した 。
・[接続 詞]
到 達 目標 に連 文 ・ 段 落 の使 用 をあ げ た が ・頻 繁 に遭 遇 し状 況 設 定 が固 定
的 な 揚 面 での や りと りの練 習 や ロール プ.レイ だ け で は,モ ノ ロー グ トら ク
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の長 さは 限 られ て い る。 従 っ て,接 続 詞 を使 用 した ま と ま った モ ノ ロー グ
の練 習 の必 要 性 を重 視 した 。.例え ば16課 に 「それ に 」 と 「そ れ で」 が あ
る,discoursep鮎c蕊ceの2で,
A=え,ど う して行 か な い ん です か。
B;じ つ は,金 曜 日 に試 験 が あ るん です 。・
とい ったkeysentenceが あ9,代 入 練 習 を す る よ うに な っ'てい る が,こ
のpracticsを 終 え た ら,.各 学 生 の実 ・躊 に則 した質 問 を して,デ ィ ス コ ー
ス を使 用 し て答 え させ る際,ま ず ・「そ れ で 」 を使用 して答 え させ ・ 次 の段
階 で別 の理 由 を付 加 させ て 「そ れ に」 の使 用 も促 す よ 弧 段 階 的 に各 々 の
学 生 が 自分 の リア ル な事 情 を長 い文 で説 明 で き るよ うに誘 導 した。
例.(Tは 筆者 ・Sは 日本 語 学 習 が した くてIndependentで 在 箸 して い る
学 生)
第 一 ス テ ップ
T:Sさ ん,Sさ ん の国 に も 日本 語 学 校 あ る で し ょ～ ど う して そ こ に
行 か な か った ん で ナ か?
S=じ つ は ハ ワイ の 目本 語 学 校 の先 生 は ネイ テ ィ ブ が 少 な い ん で す 。
そ れ で 員本 に留 学 した ん で す 。
第 ニ ス テ ツプ
T=(同 様 の質 問 をす る〉
S=じ つ はハ ワィ の 日本 語 学 校 の先 生 は ネイ テ ィ プ が 少 な い ん で す 。
そ れ に,耳 本 で の生活 も経 験 して みた か っ たん です。 そ れ で 目本
に留 学 した ん です 。
Tか らSへ の質 問 ば か りで な く,Sか らTに 質 問 させ た り,S同 士 で
質 聞 し合 ッた りした 。
ま牽,「 それ で 」に関 して は,教 科 書 に あ るモ ノ ロ ー グ トー ク の順接 のべ
た て の機 能 に加 え て,有 賀(1993)の 分 析 に み られ る よ うに,ダ イ ア ロrグ
の なか で 「そ れ で ン」 と相 手 に展 開 を求 め る機 能 につ いて も発 展 練 習 した 。
課 が進 む に従 って,接 続 詞 が ふ えて い くの で,機 を と らえ て は長 いモ ノ
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ロ ー グ トー ク の練 習 を させ て い った 。
[2分 ス ピー チ]
初 期 の うち は教 科 書 のdialogueの トピ ック に準 拠 して ス ヒ。一 チ の題 材
を決 め・25課 以 降 に な っ て が ら匙 主 に敦 科 書 の語 彙 と表 現1;着 目 し て出
来 るだ げそれ らが使 用 で き,し か も教 科 書 のdialoguesと は異 な った トピ
ッ ク で各 自2分 の ス ピーチ を 斗回 に一 度,継 続 し て させ て い った。 だれ が
い い ス ピーチ を した か の判 定 は 学 生 に ま かせ,筆 者 は,文 の つ なぎ か た,
起 承 転 結 の構 成,単 文 を重 文 複 文 へ,連 文 へ とい ったsophisticationに 注
意 して,全 員 炉終 わ った と こ ろ で,時 に は ク ラス ワー ク で,時 に は マ7ツ
ー マ ン で ワ ンポ イ ン トア ドバ イ ス を繰 り返 した
、
待 遇表 現 が導入 され は じ めた ら,ス ピー カ ー と聴 衆 に 「疎 」 の関係 を設
定 し丁 寧 体 で ス ピーチ,質 疑 応 答 もす べ て敬 語,司 会 者 をた て てス ピー ヵ
一 の紹 介 や質 問 者 を さば くの も敬 語 ,と い うよ う に,ス ピ ーチ レベ ル を時
時変 化 させ て,馴 れ 合 い に な る こ とな く,効 率 的 に学 習 が進 む よ う配 慮 し
た ピ
[説 明 〒描 写1
25課 ま で は,各 課 の語 彙 や文 型 に着 目 して それ らを使 用 して描 写 しな け
れ ば な らな い よ うな 雑 誌 の グ ラ どアや 写 真 を持 って き て,ペ ァ ワー ク で互
い に手 に した も の を相 手 に描 写 説 明 し,聞 いた ほ うは その情 報 を も と に簡
単 なイ ラ ス トを書 く,と い う タス ク を課 した.無 論 この時,接 続 詞 の練 習
や2分 ス ピー チ で培 ったモ ノ ロー グ トー クのSophisticationを 活 用 させ
た 。
例 え ば,24課 は着 脱 関連 の話彙 や修 飾 節,を使 用 した表 現 が多 い。そ こ で
皇 室 の カ ップ ル の スナ ップ な ど,当 該 語 句 の使 用 が促 せ る よ う な もの を持
参 し,写 真上 の入 物 の フ ァ ッシ ョン を描 写 させ た 。 この段 階 で は主 に具 象
的 な もの の描 写 に力 点 を置 い た。
26課 に入 る と,語 彙 や 慣 用句 の意 味 や 定 義 をたず ね る 表 現 が導 入 され
る。 従 っ て,こ の課 以 降 は,新 出 語 彙 や表 現 を定 義 させ た り,uptQdate
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な時 事 問 題 の うち で学 生 が 関心 を もっ て い る も の を取 塑上 げ て,そ の背 景
を説 明 させ た り して,徐 々 に よ り抽 象 的 な もの を描 写 す る能 力 を養 っ て い
づた 。
1ロ ー ノレプ レィ]
ロ ール プ レイ は各 課 ご とに主 に3種 類 の.もの を常 時 用 意 し,.段 階 的 にお'
こな った 。
.①.各 課 のdialoguesの 揚 面 設 定 に類 似 した もの か,そ れ に多少 込 み入
った状 況 を くわ えた.もの
② 各 課 の文型 の機 能 を柱 に し,dialogue3の 揚 面 設 定 とは 異 な った 揚.
面 を設 定 し,機 能 の使 用 揚 百 を変 え た もの、
・③ 学 習 して い る課 の場 面 設 定 に,既 に学 習 して あ る課 の場 面 や機 能 を
加 えて,よ り複 雑 な ・一 ル に した もの
上 記.のよ うな順 で させ た 。一 っ ず っ例 を あげ る と,
① の例 一… ・20課
20課 のd釦oguesは,交 通 手段 をた ず ね る とい う場 面設 定 で あ る。 そ
こで新 宿 か ら富 士 山五 合 目 まで友 人 と行 く,と い う設 定 にす る。 イ ラス
.トでパ ス,JR,私 鉄,レ ン タ カ ー を使 った 時 の各 所 要 時 間 と料 金 を書 い
た紙 を渡 す。・一 人 は お金 が な ぐて時 問 が あ り,も う一 人 は時 問 は あ る が・
お金 が な い ど語 う役 割 を 与 え る。 き らに 「ど うや って」 「ほ う渉 いい」
「ん な い で〕 な ど の20課 の語 彙 を で き るだ け多 く使 う こ と を課 してペ ア
で 交 通 手段 選択 の交 渉 を させ る。
② の例 … …31課
31課 の場 面 は,財 布 を落 と して事 務 所 の人 に相談 しア ドバ イ ス を求 め,
'駅 に紛 失届 け をだ す,と い う も の であ る。 機 能 面 をみ る と,ど う した ら
いい か助 言 を求 め る,ど こで落 と した か わか らな い(疑 問 文 の基 本 形+
「か」+わ か らな い
,し らな い,な ど〉と状 況 を説 明 す る,〈 一 た 方 が い い 〉
で助 言 す る,〈 ～ て お く>で 準 備 を示 す,な ど ボ あ る 。 そ こ で学 生 の 出
生地(米 国 中西 部,東 部,酉 部,韓 国,ハ ワイ,マ レー シ ァな ど)の う駄
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行 った こ と のな い揚 所 同士 でペ ア を組 み ・ そ れ ぞ れ の揚 所 を旅 行 す る に
あた って,相 手 か らア ドバ イ スを求 め る と い う ロー ル プ レィ を させ,31
課 の機 能 をすべ て使 用 させ る。
③ の例 一 一29課
29課 の場 面 は 病 状 を医 者 に 訴 えた り,先 輩 に 伝 えたgす る もの で あ り
形 式 面 で は,<～ た り'解す る〉,〈酎 な か った ら～ す る〉,〈解て も解 す る 〉
な ど が主 な もの で あ る。 これ に,15課 の電 話 の場 面,19課 の丁 寧 な依 頼
.表 現,27課 の 目上 との会 話 の切 り出 し,28課 の 伝 聞 な ど を加 え て,大 切
な試 験 目 に電 話 で教 師 に欠席 の電話 をす る,冬 休 み に帰 国 して いた学 生
'が病 気 で 日本 に戻 る の が遅れ る とい う電 話 をク ラス メー トの と こ ろ に い
.れ,電 話 を う けた学 生 がそ の 旨を電 話 で教 師 に伝 え る・ な ど とい った複
雑 な タ ス ク を課 す。
.[き き と り]
聞 き取.り の能 力 は 目本 入 家庭 にホ ー ム ステ ィ して いれ ば・ 自 ず と向上 す
るだ ろ うと数 年前 ま で考 え て い たが,そ れ は問 違 い で あ った こ と に気 づ い
た。 学 生 に よ っ て は,家 庭 で英 語使 用 の方 カミ多 か った り・家 族 構 成 に よ っ
て は あ ま り家 族 との接 触 が な か った りす る の だ、 また,ア ル バ イ トに英 語
講 師 をす る学 生 も多 く,授 業 以 外 で は ほ とん ど英 語 の世 界 に い るケ ー ス さ
え ある。
そ こ で,授 業 内 で 聞 き取 りの練習 は不 可 欠 だ と判 断 し』 主 に2種 類 の 聞
ぎ取 りを お こな った。 ひ とつ は,デ ィ クテ ー シ ョ ン で あ る。 これ は,.短 い
文 を文 法 の教 科 書 か ら7つ ず つ選 ん で・3回 聞 か せ ・ そ の通 りに書 き取 る
練 習 で あ る。 も う一 っ は,筆 者 ヵ二創 作 した 会 話 や モ ノ ロー グ を他 人 に録 音
して も らい,そ ゐ 内容 につ い て,'口 頭 で質 問 し口頭 で答 え させ る もの で あ
る 。こ ち らの方 は,「 副 教 材 を使 用 しな い」 とい う条 件 か らはず れ る こ とに
な っ七 しま った。.目』しか しな が ら,ポ イ ン ト・を聞 き取 った 勢,前 後 の脈 絡 か
ら未 知 の語 彙 の意 味 を類 推 した りす るこ とが 聞 き取 りに は必 要 で あ る と思
わ れ た た め,や む を得 ず,こ う い う形 を と った 。
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創 作 会 話 は,Kra曲en(1982)の 仮 説 に従 っ て,学 生 の レベ ル よ り若 干
高 め の もの に した。
[テ ス トI
Canale(1983)が コ ミュ ニ ヵ テ ィ ブ アプ ロー チ の原 則 を ま とめ 為 中 で
乳
Meaningfula血drea恥t1c.interac琶onに つ い て,"Thispr主ncipleimpor-
tantlnotonlywithres費ecttoda3sroomactivitiesbuttotestingas
we1L"と 述 べ て い る。筆 者 も授 業 内容 を反 映 した テ ス ト形式 にす べ く,毎
月一 回 一 人10分 のイ ン タ ビュー試 験 と,目聞 き取 り(設 問 はす べ て 口頭 で出
し,回 答 は記述 方 式)試 験 をお こ な った 己ざ らに・筆 記 試 験 で は文 法 の み を
問 うよ うな出 題 は避 け,あ る言 葉 や表 現 を定 義 させ,そ の実 例 文 を作 成 し
てそ の言 葉 を知 らな い 入 に話 し言 葉 で説 明 ナ る,と い った 形 式 の も の,イ
ラス トな ど の視 覚 情 報 で ロ ール と場 面 を与 えて,会 話 をつ くらせ る閤題 な
どに した 。・イ ンタ ビ ュ ー試 験 の待 ち時 問 に筆 記 試 験 を並行 し,時 問 の ロ ス
を防 い だ。 テ ス トに 関 して は,フ ィ ー ドバ ッ ク を大切 に して,じ っ く り時
間 をか け,学 生 自身 で解 答 の修 正 を は か る よ う促 した 。
4・ 結果と今後の課題
4-1結 果
3で 実例の一部を紹介 したような授業を展開 した結果,5月 下旬には,
春学期 になって 」5か らあがってきた学生を除いて,ス ターティングメン
バー全員,OPIの 「上級」に会話力が向上 した.特 に飛躍的に伸びた男子
学生は,9月 の時点では口が重 く流暢さに欠 けクラス内でも下位 であった
が・政治 ・経済などの話題に対応できるだけの語彙がないため厳密な意味
での 「上級の上」とはいえないものの,そ れ以外の面では 「上級 の上」に
・限 りなく近いところまで上達 していた。目一方・聞き取 りのカが著 しく劣




授業の成果としては,一 応目標達成 した。 じかしなが ら,あ まり学習意
欲 のない学生をこういった授業形態で一年間指導 していくことは,な かな
が困難であるこ乏がや炉うた。特にグレー ドを気にする学生 には,教 科書
の暗記や文法の変換 さえできればそれで高スコァがとれるようなテス トが
好ましく写 るよう である。授業そのものに面白さを見出せた学生でも,テ
界 トg形 華に関して1ま,.従来の文法内埋め式のものの方がいいと言 った。
rこ のテ ス トは本 当 に楽 し い」 と嬉 々、と して いた の は先 述 した,9月 の時 点
で下 の方 に い た が飛 躍 的 に伸 び た男 子 学 生 と,グ レー ドは そ う伸 び な か っ
之 が 「授 業 で や って いる ス タイ ル だ か らい い⊥ と評 価 した 学 生 の二 人 だ け
で あ る。教 育 の理 念 で押 す か,学 生 に譲 歩 す るか,グ レー ドは帰 国 後 の 進
路 に も影 響 を与 える だ け に,迷 う と こ ろ で あ う。
学 生 らは ス ピー チ,ロ ー ル プ レイ,聞 き取 りな ど,授 業 で揖 った も のは
楽 しそ う にや って い た 。学 生 に最 後 に感 想 を書 い て も らっ た が,む ず か し
か った け ど勉 強 にな った,と て も楽 しか った,と い うの が ほ とん どで,最
も心 配 した女 子 学 生 の 感想 も,最 初 は大 変 で いや だ った け ど・ だ ん だ んわ
か っ て き て最 後 は楽 し くな った,と あ った 。
しか し,聞 き取 りをす べ て 創作 す る の は,非 常 に エ ネ ル ギ ー を要 す る作
業 で ある。 で きれ ば,市 販 の リス ニ ング教 材 の テ ー プ を使 用 して 問 に合 わ
せ た い とい うの が正 直 な と ころで ある。
今 回,学 生 が途 中 で中 だ る み を起 こ した際,別 の機 関 の外 国 人 のイ ン タ
ビュ ー テ ー プ を聞 か せ て奮 起 させ た が,そ の テ ー プ を聴 きな が ら・ イ ン タ
ー ア クシ ョン の うま い外 国 人 の発話 か らそ の要 因 を学 生 自身 に探 らせ る よ
うな授 業 をす る方 法 もい い か もしれ な い と思 った。 教 師 が気 づ か な い よ う
な 点 を,学 生 が気 づ く可 能 性 もあ る と感 じた か らで あ る。
現 在,J6担 当4年 目 で あ るが,授 業 内容 につ い て一 層 の改 善 を は か っ
てい きたV㌔
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